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人
ロ
現
象
に
就
い
で
は
人
口
總
數
の
增
加
の
有
無
、 

適
速
が
靈
大
な
る
間
題
で
ぁ
る
ビ
共
に
：_

ー
：經
濟
社
會
內 

に
-

於
け

.

る
人
ロ
の
分
布
も
亦
！^

逃
ず
事
の
出
來
：な
い
問 

題
を
提
供
し
て
ゐ
る
。
前
者
は
主
ヾ」

し
で
彼
の
マ
ル
サ 

-

ス
に
依
つ
て
吾
々
に
與
へ
ら
：れ
た
人
口
原
則
な
る
も
の 

に
於
い
て

其
の
意
義
を
明
示
さ
れ
た
が
後
者
は
近
代
の
ぐ 

都
會
對
農
村
の
關
係
、
都
會
內
に
於
け
る
人
口
の
集
中

る
樣
に
、
十
八
世
紀
末
ょ
り
十
九
世
紀
に
か
け
て
新
し 

く
勃
典
し
乂
は
新
し
き
意
義
を
持
つ
樣
に
な
つ
た
製
造 

工
m

#

市
に
附
隨
し
た
勞
#
問
題
其
他
諸
稱
の
社
#
 ゝ

經
濟
間
題̂

ょ
つ
て
著
し
，ぐ
：世
人
の
注
意
を
惹
く
樣
に 

j

な
つ

.

た
近
來
頻
に
都
市
託
1
1
、都
市
經
濟
問
題
等
が
考 

|

觉

ゼ
ら
る
る
ど
共
に
他
方
^
は
人
ロ
の
都
市
集
中
の
過 

|

度
の
傾
向
に
對
す
る
緩
和
策
ど
し
て
田
園
都
市
の
許

®

 

_|、が
殺
風
景
な
大
都
市
に
ょ
つ
て
失
は
れ
た
自
然
の
恩
恵 

™
を

洱

び

日

常

生

活

の

^

に
取
戾
す

t f
-

t t

.と
し
て
企
て
ら 

|

れ
て
ゐ
る
0
斯
く
の
如
&
人
口
集
中
の
現
象
に
對
し
て 

|

其
の
原
因
を
研
究
ず
る
事
は
都
市
發
達
の
將
來
の
傾
向 

を
知
る
上
し
於
い
て
非
常
に
猶
耍
の
事̂

思
は
れ
る

'

 

|

例
へ
ば
人
ロ
の
都
市
集
中
ど
沄
ふ
現
象
に
は
如
何
な
る

力
が
作
用
し
て
ゐ
る
か
。
今
日
各
方
而
に
都
市
生
活
の 

不
滿
を
聞
く
が
少
く
/と
も
其
の
原
因
の
一
つ
が
都
市
人 

ロ
の
極
度
の
膨
脹
と
云
ふ
事
は
狂
る
ぞ
す
れ
ば
將
來
の 

ょ
6

結
果
せ
る
所
謂
都
市
問
題
、
5 1

:
に

後
に
述
べ
ら
れ
都
市
生
活
を
改
造
す
る
に
は
か
>る
企
圖
が
都
市
形
成

第

十

六

卷(

九1 

パ五
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現
敲
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對
彳
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經
濟
的
說
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雜

錄
人
口
集
中
の
现
象
に
？

る
經
濟
的
翦 

第

盡

七

'
/

の
根
本
的

勢
力
S

何
言

I

运
っ
か

|

白广

|

 

>

#

界中に丈け現は

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
^
こ
の
意
味
に
於
い
て
以
下
に 

試
み
る
人
，ロ
集
中
の
親
象
.，に
對
す
る
經
濟
的
說
明
は
決 

し
て
徒
*

•
で
な
い
ミ
思
ふ
。
而
し
，て
現
在
の
都
.市
形
成 

の
根
本
に
横
つ
て
ゐ
る
諸
勢
力
を
明
か
に
し
得
^

時
、
 

大
都
市
の
生
活
に
可
な
々
不
滿
を
感
じ
て
ゐ
る

人
々
の 

目
に
美
し
く
見
え
る
理
想
的
の
生
活
周
®

、
例
へ
ば
モ
：
 

リ
.ス「

の
無
何
有
鄕
消
息
の
中
に
現
は
れ
T

來
る

欉
な
氣 

持
の
い
、
世
界
の
、
成
は
少
く
^

も
其
れ
に
近
似
し
れ 

美
し
い
小
都
市
生
活
の
可
能
性
の
.存
资
は
決
定
的
に
明 

示
せ
ら
れ
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
乂
か
\
る
研
究
は
モ
リ
ス
の 

夢
み
れ
美
し
い
世
界
が
社
會
单
命
の
後
に
4 :
ボ
出
^
樣 

に
、
.;

社
#

生
话
の
體
線
|を
規
定
し
て
.：ゐ
.る

根

本

的

^

勢
 

力
の
戀
革
を
俟
れ
な
け
れ
ば
彼
等
の
懷
■く
空
想
的

(

S
 

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る

)

_
想
の
現
出
が
不
可
能
で
ぁ
る
事 

を
明
示
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
又
モ
ジ
ス
：は
社
會
苹
命

れ
て
來
る
可
能
性
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な 

r
;

°
定
つ
て
M

1
が
ざ
ぅ
あ
ら
ぅ
^
現
前
の
事
實
の
硏 

究
は
曲
げ
る
事
が
出
來
な
い
。
5
代
の
大
界
r
の
K
S
, 

都
节
生
活
の
利
已
的
傾
向
を
否
定
す
る
者
も
德
突
の
數 

e
媒
煙
の
黑
さ
皮
幾
十
層
階
の
建
物
の
並
列
S
を
以
つ 

て
其
の
富
强
を
誇
る
者
も
一
應
は
現
實
に
作
用
し
て
ゐ 

,
る
か
V
る
現
象
の
內
部
に
働
く
謝
勢
カ
の
性
質
を
眺
め 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
前
者
が
猛
烈
ど
此
の
根 

灰
的
勢
力
の
變
革
を
叫
ぼ
ぅ

€
後
者
が
典
の
維
持
に
力 

め
樣
^
其
れ
は
其
の
後
の
事
で
あ
る
。
こ
\
で
今
執
る 

態
度
は
人
口
集
中
S
云
ふ
現
象
の
根
本
に
横
は
る
原
因 

:
の
說
明
で
あ
つ
て
現
代
都
ポ
ヰ
活
,0
是
認
で
も
な
け
れ 

ば
又
否
認
で
も
な
い
。
又
以
卞
の
所
論
は
H
ぼ

^

p

o

t 

o
f Political 

Science 

of C
o
l
u
m
b
i
a

 

University 

で
編 

®
し
た 

Studies 
in 

H
i
s
t
o
r
y
/
E
c
o
n
o
m
i
c
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a
n
d

 

P
u
b
-

スJ 

n
\ 

f
x
. 

i<\.、 

-
I 

- 

J 
1
I
T 

/

の
到
來
を
實
じ
て
ゐ
れ
ざ
し
て
も
か
の
美
し
い
無
何
有
lB'
L

a

wの
第
十
1

»
で
ぁ
る
：
>
ロ
|

1̂
0

|
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の
第
三
章「

人
口
集 

中
奶
諸
源
因」

の
抄
,
ヒ
も
見
る
可
き
も
0
で
ぁ
る
-' 

自
分
の
考
が
全
く
加
へ
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が
全
體v> 

し
て
其
れ
は
殆
ざ
重
要
な
も
の
で
は
な
.い
。
從
つ
て
以 

下
の
所
論
の
負
ふ
所
を
明
か
.に
し
て
‘ 
く
。，

.

.II.

.

.

.

.

.
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:
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人
口
集
；

5
-

の
现
象
は
周
到
な
る
注
意
に
ょ
つ
て 

ー
«
 

的
人
ロ
增
如
の
結
果
で
ぁ
る
都
市
人
口
の
增
加
か
ら
區 

別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
，い
。
；從
*
人
ロ
の
增
加
を
妨 

げ
た
旅
因
_
€し
て
は
：戰
维
饑
爐
流
行
病
及
び
特
に
高
^
 

の
小
兒
死
亡
率
を
持
つ
|2
木
«
^
極
ま
る
都
市
法
活
等 

を
算
.へ
る
.事
が
出
來
る
，が
®
學
衞
生
學
の：

發
達
、
運
輸
：
 

交
通
組
織
の
完
備
、
生
產
力
の
增
加
等
は
如
上
の
炎
害
. 

を
除
去
し
て
近
代
に
於
け
る
人
口
增
加
の
驚
く
可
き
趨 

雛
^:
示

し

ぬ

。
：
都

市

の

人

口

も

こ

：
の

：一一：般

的

人

口

增

加

：： 

の
傾
向
に
與
か
つ
セ
の
は
當
然
で
殊
に
近
代
の
科
學
が 

滎
十
六
嵇
：

(

九
六
七)

:
雜錄入
ロ集中
の视

®

生
活
狀
態
を
健
康
に
適
せ
し
め
る
爲
め
に
最
も
必
恶
ビ 

感
讼
ら
れ
た
の
は
明
か
に
群
集
し
過
ぎ
た
土
地
に
於
い 

て
ぃ
あ
つ
た
。
中
世
紀
並
び
紀
近
代
の
初
期
を
姐
じ
て 

™
歐
羅
B

の
都
市
の
人
口
が
增
加
す
るw

宏
ふ
の
は
、
部 

|
.

々
，の
死
亡
數
が
出
生
數
^
ほ
ぐ
同
じ
れ
又
は
前
者
が
後 

| 

:者
を
凌
駕
し
た
#
な
事
惝
に
あ
1つ
て
は
勢
ひ
農
村
か
ら 

|

流
入
す
る
人
ロ
に
基
<

.0
外
は
な
か
つ
た
。
從
つ
て
®
 

|

「

代
文
明
の
恩
惠
が
死
亡
率
を
極
め
て
；小
數
に
低
落
せ
し 

I

:'
め
た
結
果
人
P
の
比
較
的
に
裯
密
な
都
會
に
於
い
て
地 

|::方
農
衬
匁
ぞ
ょ
り
も
人
ロ
增
加
の
倾
向
が
遙
か
に
激
し 

I
.

い
樣
に
見
え
の
は
當
然
で
あ
る
。

一

然

し

1

般
人
口
に
於
け
る
死
亡
ど
出
生
の
數
の
關
係 

が
人
口
增
加
に

e
つ
て
有
利
な
方
向
に
赴
さ
興
の
差
異 

が
非
常
に
大
き
く
な
つ
たV 」

云
ふ
事
が
都
市
人
ロ
の
增 

加
を
掰
し
た
根
本
的
理
由
で
は
な
い
。
都
市
膨
脹
の
根 

本
的
理
由
は
寧
ろ
經
濟
的
狀
態
の
內
に
求
め
ら
る
可
き 

で
經
濟
的
狀
態
に
應
じ
て
茲
，に
人
口
の
集
中
現
象
を
見 

f

名
經
濟
的
耽
明 

笫

セ

號

七

九



第
十
六
餘
•(

九
六
八)

報

.
錄

人口集中の视象る經濟的就明

第七號

八o

.出
す
の
で
あ
る
。
人
ロ
總
數
に
劉
す
る
都
市
人
口
數
の 

割
合
は
人
ロ
の
集
中
現
象
の
有
無
を
示
す
の
で
あ
る
。
 

例
ば
人
ロ
總
數
が
堦
加
し
で
も
都
市
入
口
の
總
人
ロ
に 

對
す
る
割
合
は
增
加
し
な
い
*
合
も
あ
れ
ば
又
は
反
つ 

て
減
少
し
て
ゐ
る
場
合
も
あ
ゐ
し
反
對
に
人
ロ
總
數
が 

左
程
增
加
し
て
ゐ
な
い
の
'̂

都
市
人
口
の
總
人
口
に
對 

す
る
割
合
が
非
常
に
增
加
し
て
ゐ
る

場
合
も

あ
る
。

: :

此

の

關

係

に

於

け

る

都

市

膨

腺

は

人

ロ

の

分

布

:̂
云 

ふ

問

題

の一：部
を
な
す
も
の
で
人
口
分
布
の
情
況
は
そ 

會

經

濟

組

織

に

因

つ

て

、
：
即

ち

，一
：
定
地
域
の
上
に
出
來

る
。
此
の
吸
引
の
方
法
は
所
謂「

よ
り
よ
5
生
活」

の
誘 

引
力
で
あ
つ
て
利
己
心
の
動
機
に
訴
へ
る
形
式
に
現
は 

Iれ
る
。
こ
の
意
味
で
經
濟
的
の
諮
勢
力
が
都
市
に
人
口 

を
集
中
せ
し
め
る
最
大
の
！§

因
で
あ
る
を
云
ふ
寒
，か
出 

來
る
。

:

.然
ら
ば
此
の
經
濟
上
の
諸
勢
力
ヾ」

は
何
ん
で
あ
る
か 

V」

云
ふw

多
ぐ
の
人
は「

蒸
汽
力」

成

は

「

蒸
汽
力
の 

求
心
的
傾
向」

で
あ
る
^:
し
て
將
來
は「

電
氣
力
の
遠 

心
的
性
質」

に
よ
つ
て
過
度
の
稠
密
な
人
口
を
分
散
せ 

し
め
ぅ
る
S
想
像
す
る
。
蒸
汽
力
の
刺
用
及
び
機
械
の

る

丈
け
多
く
の
人
口
を
支
持
し
や
う
^
す

る

不

斷

の

努\

使
]|
1
が
人
ロ
の
集
中
を
惹
起
し
た
ー
勢
カ
で
ぁ
る
の
は

力
に
因
つ
.て

決

定

さ

れ

る

。
：人
口
は
其
の
分
布
に
於
い 

て

出

來

得

る

限

b
抵
抗
力
の
：少

な

い
方
向
'に

e
進
ん
で 

行

く
從
つ
て

生

產

方

法

の

變

化

に

ょ

：つ
て
絕
ぇ
す
影
響 

さ

れ
て
ゐ
る
o
產

業

組

織

が

其

の

能

率

を

增

加

す

る

爲 

め
に」

^

地
域
内
に
.勞

働

者

の

存

在

す

る

の

を

必

婴

 ̂

す

る

場

^

が

生

ず

る

S
勞

働
者
は
.其

の

地

に

見

出

さ

Iれ

疑
い
も
なS

が
機
械
や
蒸
汽
力
の
使
用
さ
れ
な
か
つ
た 

エ
デ
ブ
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、

フ
エ
ニ
シ
ア
、
希
臘
、
羅
坶
に 

和
當
に
大
き
な
都
市
が
旣
：に
存
在
し
；て

ゐ

た

。
故
に 

W
e
b
e
r

氏
に
從
へ
ば「

斯
く
の
如
き
重
大
な
社
會
现
象 

に
對
す
る
說
明
を
し
て
人
間
の
使
用
す
る一

機
械 

を
以
つ
て
す
る
事
は
不
充
分
な
解
®

で
あ
つ
て
何
人
も

!
I
1
\：

I；
I

[
j
'、

I；
.；：I
I

«
脅

其

.0
'も

の

を

其

の

：全

體

，に

於

い

1:
考
察
す
る
事
な
流
通
經
濟
組
織
に
ょ
つ
.て

結

合

せ

ら

る

、
隱
に
な
つ 

，ズ
し
て
.嫌

會

現

象

の

，眞

の
.關

係

：の-原
.因

を

明

脫

に

す

る

て

、
又
更
に
其
の
範
圍
を
增
大
す
る
ビ

共
.に
利
益
を
も 

事
は
出
來
.な
い」

.
の
'で
あ
る
。！。從
つ
.て

都

市

發

風

の

歷

增

進

し

た

。
故

に

W
e
b
e
r

氏

は

「
文
明
の
歷
史
は
單 

也
难
社
會
發
羅
の
、
E

R
嚴
密
に
云
べ
ば
經
濟
的
發
M

-

.に

.原
始
的
社
會
單
位
1

原
始
家
族
则
體
、
氏
族
、
父 

め
硏
究
度
相
俟
つV

初
I

理
解
せ
l

.

i
得
る
0
 I

..:

權
的
家
族
，
稍
や
櫥
大
さ
れ
て
は
#
落
典
同
國
體
又
は 

て
あ
る:

组
^
力
の
增
加
發
達
の
.階
程
を
追
ふ
て
行
く 

|

莊
園
幽
體_

—
等
の
各
單
位
を
隔
絕
し
て
ゐ
た
障
害
を 

ぼ
»
科
は
入
ロ
の
分
布
、
*

市
形
成
、
人
ロ
の
集
中
現
-
破
：碎
し
て
來
た
事
0
記
錄
茗
ポ
ひ
ぅ
る
。」

此
の
經
過
中 

難
を
#
明
：す

，る

土

に

多

大
0
碧

—
に
_

い
て
最
も
顯
著
な
.役
割
.を

演

じ

た

も

の

は

，商

人

で 

の
現
象
に
.就
い
て
は
經
濟
的
說
：明
が
最
も
有
力
な
る
所
一
：'あ
つ
て
商
業
程
、
.孤
立
的
社
會
皐
位
の
合
成
に
與
か
つ
‘ 

以
で
あ
る
。」 

て

力

あ

つ

ね

も

の

は

な

い

。

都

#'
發

生

の

起

源

は

斯

の 

ー
ー
邊
姆
に
生
產
カ
の
增
加
は
協
業
贫
龟
泛
ド
^
に
賴
士
如
く
し
て
交
易
の
開
始
ビ
运
ふ
事
に
負
ふ
"
今
ロ
の
商 

—

遂
太
で
：あ
る
€
云
：は
れ
て
ゐ
る
。
協

業

の

塞I

,:
業
的
大
都
市
は
種
族
M
體
.の
境
界
の
邊
に
設
け
ら
れ

 ̂

礎
^

^
る
，.分

業

：又

は

職

能

の
.專

：門

化

が

生

產

カ

增

加

に

.

.
原

始

的

交

換

地®
の

後

繼

者

で.あ
6
又

販

路

の

搬

大

は 

赏

献

す
;̂
所
.あ
：る
：は

肩

知

：の
；事

實

で

あ

る

。

こ

の

職

能

-

市

場
^

心

地

：の

膨

脹.を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く 

. 

の
分
岐
、
»:
門
化
£
:
&ぶ
.事

が

從

つ

，
て

こ

、

に

論

す

る
0
如
く
し
：て
產
業
社
會
が
世
界
的
範
圍
に
擴
張
し
た
事 

:人
口
の
分
布
殊
に
都
市
形
成
と
：云

ふ

'*
の

重

要

な

素

因：

が
人
ロ
集
中
.の
問
題
に
.密

接

な
|«
係

の

あ

る

事

は

见

白 

:5
?
作
：つ
れ
の
で
あ
る
協
業
は
各
顧
立
の
經
濟
輩
#
"か

で

あ

ら

ぅ

。
他
方
協
*
'0
遊
礎
^
な
る
言
&
分
業
は
各

::
M

.

第
十
S

:(

九
■六
九)

；
 

' 

.
雑
：錄，

人口集中の现象把對マる經谫

1

朋 

m七
號
八

一



:

第
十
六
#

へ
九
七
9

雜
錄
人
ロ
集
中
の
現
象
|-
對
す
る
經
濟
的
跳
明

第
七
號

八

へ
個
^
の
經
濟
單
位
の
職
傩
を
#
門

化

す

事

に

ょ

：.つ

て

或

:

る

種

の

職

能

に

從

學

す

る

#

を

し

て

土

^

(

殊
に

農
»

を

行
-ふ
.土
地：)

か

ら

分

離.せ

し

め
.る
.
.事
^
な

：つIた

‘。
即

ち

i

方
に
は
：合
成
的
、.

結
合
的
勢
力
に
4
つ
て
經
濟
的
交

褢
©

範
圍
.が
»

大
し
龙
事
ゼ
他
#

--
-
;*

に

は

，經

濟

社

會

;
:0:
各

棘

員

の

職

能

的

分

.化

ビ
，はM

.

、
に

人

口

分

布

の

.情

,
況
资
決
定
す
る
有
カ
な
作
用
を
爲
し
扭
の
で
ぁ
る
。

;
;

1 =

1.

'

E

.

.

.

.

.
經
濟
社
會
の
或
.る
人
.力
が
他
.0
-'
A

々w

分

離

し

.て

土 

::
驰
耕
作
以
外
の
仕
事
を
»
業
ゼ
し
て
行
ふ
權
に
な
づ
た」 

:0
は
經
濟
發
達
の
階
程
に
於」

い
て
ニ
领
を
劃
す
る
も
の 

，
で

ぁ

る

。
：未

铜

の
*
濟
«1
:
會

に

ぁ

つ

て

は

.人

間

慾

鏨

も 

*
め
て
僅
如
,
且
つ
«
测

で

：ぁ
,0
た
故
に
農
業
核
一
つ 

::H
r
以
つ
て
全
部
の
生
活
を
包
含
し
.ぅ
る
職
業
で
ぁ
つ 

漱
し
人
間
の
*
望

が

.增

加

し

單

に

食

料

產

物

丈

け 

ャ

は

滿

姐

：が

出

來

な
<
な
は
ど
_

1.
か
欲
望
の
；備
足
に 

,

從
讓
す
る
職
業
は
.農
業
も
分
離
し
て
發
生
し
て
來
..る..。

.而
し
て
生
產
カ
‘の
槍
加
は
か〜

る
新
し
栌
欲
題
へ
の
給 

配
を
可
能
な
ら
し
め
る

が

-K
に

其

の

結

果

は

社'#
の

根 

本

的

欲

求

の

滿-&
に

從

事

し

；な._け

れ

'‘ば

な

ら

な

い

人

間 

-0
割
合
は
漸
次
減
少
し
て
：來
る
結
果
ど
な
る
'。
是
れ
が 

:«
«
に
.趣
寧
す
る
農
村
人
口
が
*
入
口
に
對
す
る
割
合 

.に

於
い
て
減
少
し
て
來
る
理
由
ど
な
る
の
で
あ
る
。

al 

に
人
間
の
：欲
遵
の
世
界
中
で
麵
：齙
や
牛
酪
の
相
對
的
重 

要
牲
が
減
少
し
て
來
：る
ビ
共
に
農
業
人

ロ
の
相
對
的
減 

:

少
の
原
因
ビ
な
る
'の

は

儂

業

を

奪
[,
1
'
]
ど

す

る

生

崔

者

が
 

.
土

地

か.ら
敬
權
す
る
一
人
當
6
の
生
產
额
が
增
加
し
た 

事
で
あ
る
' 

o ‘着
肥
の
®:
a
、#
作
力
®
の
學
理g

^
^

、 

機
械
0

«
用
11
.に
未
開
地
0
開
發
を
促
進
す
る
運
輸
機 

,關
，の
完
■
等
は
社
會

全

體
0
食

料

を

供

給

す

る

.爲

め

に 

立
地
に
龙
着
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
.な
も
衣
い
人
々
の
相
對 

.
的

數

を

非

常

に

減

じ

れ

。
：

 

.

.

是

等
の

原

因

に

ょ

々

，て
土
地
か
ら
解
放
さ

.

.

れ

た
A

令 

.

の
‘
»

か

多

數

で

あ

る
S

云
：ふ
事
が
都
市
發
達
の
原
.因
を

尋
ね
る
上
に
非
常
に
重
大
な
意
義
を
持
つ
て
&
る
。1气
 

都
市
は
土
地
を
耕
作
す
る
事
の
：なS

,

人
々
か
ら
成
立
し 

V

ゐ

る

從

つ

て

馨

が

食

料

.の

供

給

を

矣

け

る

に

は

他 

に

食
#
の
餘
剩
生
產
が
な
げ
れ
ば
：な
ら
な
い
。
此
の
事 

は
. 一
®
數
の
人
口
を
支
持
す
る
の
に
全
部
の
人
口
が
土 

地
耕
作
に
從
* !
し
な
く
,̂
I
差
支
な
い
事
を
意
味
す
る 

の
.
.で
ぁ
'つy

、
又
、
土
地
の
§
|
|
或
は
耕
作
技
術

の
進
#
，
 

を
前
提w

し
其
の
何
れ
：の
場
合
に
も
交
■
運
搬
の
方
法 

が
此
駿
的
に
便
宜
で
ぁ
る
さ
去
上
事
を
想
定
し
て
ゐ 

.る

!>
工
ハ
'
'ァ
氏
の
一
一
ム
ふ
/ f
i :

ょ
‘れ
ば
ナ

■
ィ■ル
...河
ど「

ユ 

.
|ク
?:
タ
ス
河
の
流
域
は
乙
0
.三

つ

；の

條

件

を

真

備

し 

て
，
^
た

の

て

歷

史±
最

初
..の

犬
朝

，市

で
■ぁ
つ
ft
-
H
l
ĉr
j
 

M
e
m
p
h
i
s
,

 

B
a
b
y
l
o
n
,

齒n
e
y
e
i
i

の

諸

市

が

發

生.U
た」

 

ヒ

；云
：は

れ

る

。

古

代

羅

馮

市

が

：其

の

.市
民
0
生

活

を

*

り
 

持
す
る
食
料
.の
供
給
を
伊
太
利
.半
島
か
ら
充
分
に
は
得 

る
事
が
出
來
な
い
で
他
の
地
中
海
沿
岸
地
方
に
仰
い
で 

ゐ
た
.事
は
連
輸
方
法
の
不
備
な
ど
か
，ら
し
t
:往
々
食
料 

第

十

六

卷(

九

七

ご

雜

錄

合

集

中

S

象
：.

給
配
に
0:
難
を
惹
起
し
把
_げ

れ

：ど

も

其

の

最

火

の

戚

®.

:

は

ク

二

パ

ァ

氏

に

ょ

れ

ば

'羅

悔

が

：
經

濟

的

發M
か
ら
典 

の
都
市
'の
大
を
致
し
た
の
：1で
な
く
從
っ
て
農
產
物
の
供 

給
に
'對
し
て
正
规
の
方
法
.に

於

い

て

エ

.業

的

產

物

を

交

j

易
せ
す
.に
是
等
供
給
を
以
つ
て
征
服
に
ょ
る
分
捕
品
と

) 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
—
•
.

*
倣
し
又
支
&
の

规

定

に

ょ

る

貢

納

ビ

：じ

..て

地

方

め

支
 

配

者

の

宇

に

納

め

ら

れ

れ

も
：：

の

，で

あ
っ
た
。

若

し

雜

馬 

市

が

自

已

の

食

料

供

給

に

對

し

て

拂

ひ

得

る

丈

け

，の

生

_ 

デ
產
カ
を
持
つ
ft
工
業
的
人
口
を
保
持
し
て
ゐ
れ
な
ら
ば 

運
輸
の
困
雛
な
ぞ
は
.確
：か
：
に

魅

倒

さ
.れ
て
ゐ
て
其
れ
J0
l 

j

上
の
利
益
.を
得
て
ゐ
た
，に
相
違
な
$
。
交
通
機
關
の
完 

備
も
必
要
で
あ
る
が
經
濟
的
發
展
の
疋
規
の
過
程
を
經 

一

"て
生
れ
て
來
れ
都
ホ
に
於
い

て

ば

明
か
に
其
の
都
市
人 

ロ
0
生
活
を
容
易
に
.
.支

持

し

，
ぅ
'る

カ

が

附

興

せ

も

れ

て

，
 

ゐ
る
.の
で
あ
る
而
し
て
農
村
ビ
都
會
€
を
.連
絡
す
^
交 

:

通
0
便
宜
は
.寧

ろ

か

、
.る

關

係

に

附

隨

せ

る

現

象

で

あ 

る
ど
考
ヘ
ら
れ
る
。
後
^
述
べ
る
樣
^
交
易
9
,中
心
»

i

對
マ
る
經
濟
的
跳
明 

第

處

§

ー



第

十

六

猞(

九
七
5

雜

錄

，

人
ロ
璁
中
の
视%'
|-
對
す
5
.經
激
§

赃
バ

第
七
锶

A
E
T

か
.ら
級
達
し
た
.町
又
は
小
都
.市
な
ぞ
は
其
の
地
形
地
勢
.
. 

上
何
づ
れ
も
交
通
0.
便
宜
« :
地
點
^
占

：
め
’
.
て

ゐ

る

o 

.
農
村
人n
の
解
放
中
最
も
重
耍
な
奴
ば
土
地
耕
作
の
：
 

改
良
で
一
あ
つ
：て

ゥ

ユ

パ

/
氏
は
十
/\
世
紀
後
半
か
ら
十 

九
世
紙

：に
入
つ
て
の
時
代
が
製
造
策
や
，突
通
設
備
の
革
. 

命

的

變

化

‘の

爲

め

に
«

•»
學
者
や
統
計
學
者
か
ら
其
の 

農
業
的
方
®
を
見
落
さ
れ
て」

』
の
期
間
內
に
行
は
.れ
た
：
 

著
し
&
農
業
改
&
は
||:め
ら
れ
ず
に
ゐ
る
事
を
述
べ
て 

#

々
は
十
八
他
紀
の
後
半
に
於
け
る
英
吉
利
の
產
業 

革

命

ど

.云

ふ

事

は

屢

々

耳

R
す
る
け
れ
r
も

其
れ
ビ

同 

時
に
起
ク
た
農
業
革
命(A

g
r
a
r
i
a
n

 

R
evolution) 

€
云 

ふ
事
は
袼
ど
聞
か
な
い
し
ビ
云
つ
て
ゐ
る
-而
し
て
か
，
 

y
る
耕
作
改
a
の
結
果
ば
耕
作
さ
れ
て
ゐ
.る
®
員
肋
地 

の
®
檄
足
其：

の
收
戰
總
欲
も
が(

英

國

に

'
就

い

て

見

れ

： 

ば)

、
一
七
五
〇
年
來
非
常
に
增
加
し
て
*-
て
；
ゐ
る
に
も
ー 

拘
ら
ず
農
業
人
ロ
は
エ
樂
人
ロ
^
對
し
て
相
對
的
減
少 

の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
°

.

經
濟
社
會
'の
發
達
に
伴
ふ
農
村
人
口
の
比
較
的
減
少
' 

は
農
#
に
定
着
す
可
き
人
々
を
解
放
し
た
事
を
語
る
'も
' 

の
.で
あ
る
が
然
ら
ば
斯
く
解
放
さ
れ
た
人
口
は
何
處
へ 

落

付

：

で

あ

ら

ぅ

か

.。

之

れ

以

.下
に
商
業
的
中
心
地
、の 

膨
脹
に
就
い
て
述
ぶ
る
.に
よ
.つ
て
明
0

ビ
な
る
で
あ
ら 

ぅ
:°

,

……

 

四

:

時
間
の
點
か
ら
見
a
ば
農
.村
か
ら
解
放
S
れ
た
人
口 

を
集
中
す
る
事
に
作
用
し
た
經
濟
的
勢
力
は
交
易
で
あ 

つ

.，
た

。
：
交

：為

或

は

：商

業

ミ

云

.
ふ

も

の

が

無

け

れ

ば

町

も 

都
市
も
存
在
す
る
事
は
出
來
な
か
，つ
た
。
蓋
、
都
市
は 

麽
村
の
供
給
す
る
.食

料

を

_

入

す

る

非

農

業

的

人

ロ

の 

存
茌
を
想
軍
す
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
の
耕
作
者
の一 

:部
分
が
農
業
を
撿
て
>
他
0
產
業
の
.生
產
物
を
交
換
し
' 

て
自
分
等
の
食
料
を
得
る
檨
に
な
る
ビ
茲
に
交
易
の
基 

礎
が
置
か
れ
る
、；
職
能
の
*
同
他
廣
ぃ
意
味
で
云
ふ
分 

業
が
行
は
れ
る
事
^
な
6
是
.れ
は
交
易
の
g

a
を
絕
え

:
:

ず
擗
張
じ
：-1:

-

行
ぐ
ヒ
共
に
商
業
的
中
心

.

の
膨
脹
を
伴
0: 

t 2
の
で
あ
る

o

分
業
或
は
其
の
更
に

®

要
な

j

l s

で
*

 

る
協
業
は
注
產
カ
を
增
加
し
だ
。'

人
口
集
中
の
現
象

—

:1

般

的

に

云

へ

.
ば

人

口

の

：
分

布

の

情

況

——

が
生 

產
力
の
.咐
加
に
伴
つ
て
.變
化
す
る
ど
云
ふ
の
は
Jf
t
の
意 

味
に
於
い
て
< 
あ
る
。
鍊
盟
の
«
.
に
於
け
る
增
加
及
び 

其
の
充
一
足
ど
は
生
.產
力
‘の
大
小
^
關

係

す

：る

範

圍

に

於 

い
^

又
：入

：ロ
：の

分

布

の

現

激

に

關

係

を

持

つ

て

ゐ

る

。 

.

.故

に

入

抑

：の

分

布

、
其

の

集

中

現

象

は

'經
濟
社
會
の
發 

展
の
過
程
を
通
じ
て
說
明
し
#
.ら
る
、
の
で
%
る
o 

:

從0

て
交
易
の
中
心
ズ
'1
,
て
都
市
形
成
及
び
其
の
發 

逢
0
歷
：史
は
社
會
經
濟
發
達
0
變
遷
の
說
_

さ
共
に
說 

.

明
せ
ら
名
る
。
交
易
經
濟
*

€
の
有
無
並
び
妃
其
0
廣 

'溯
に
^

^
か
0
ビ
ュ
；ヒ
ァ
I
氏
の
經
濟
的
發
達
の
階
段
へ 

,說
浪
凌
易
關
係
に
ょ
る

«

濟
社
.會
發
達
の
分
類
で
あ
る 

.丈
け
‘に
交
罗
猶
中
心
S
し

，
.
て

の

和

市

發

逄

^

^

明

す

る
 

.

上
に
便
宜
で
あ
る
。.

他
：の»

濟
軍
位
ォ
何
等
組
織
的
の' 

、
，
第

十

六

卷
.(

九

七1

S
-.
雜

錄

人

口

集

中
0
現

象

：

:

交
渉
の
な
か
っ
れ
家
內
經
濟
時
代
を
過
ぎ
て
多
少
の
經 

濟
的
.交

爲

が

各

部

落

：の

間

に

行

は

れ

る

«

R
な
っ
た 

時
、
：.如
何
な
る
場
所
が
交
袅
地
«

^
し
て
撰
定
si
れ
た 

，か
、.
是
れ
は
都
市
所
莊
地
公
^
ム
爸
&
^
決
定
に
關
す 

:

.る
問
題
で
ぁ
る
。
歷
史
上
の
都
11
1
の
所
在
地
が
或
は
封 

建

龆

主

.の

城

寒

又

は

宗

敎

上

の

建

物

の

附

近

に

存

在

し 

て
，ゐ

た

€

か

或

は

近

代
0:
;都
市
の
申

に
は
政
治
的
理
ri
l 

に
ょ
っ
て
馮
の
所
在
が
^

^
さ
れ
て
ゐ
る
^
か
、
又
は 

.鑛
山
其
の
他
土
地
.の
富
«
を
利
用
す
る
.便
宜
か
ら
其
の
：
 

近
傍
に
都
市
が
建
設
，3
れ
，：る
i
か
.其

.の

決

定

に

關

し

て 

は
a
々
の
理
由
が
：存
在
す
る
が
其
の
決
定
上
に
最
も
有 

力
に
働
X
要
素
は
交
通
0
利

便

.で

ぁ

り

交

晶

し

ぅ

る

範 

圍
の
廣
狹
で
あ
る
。
從
：つ
て
內
地(

沿
.岸
に
對
し
て)

に 

在
：る
都
市
の
大
.さ
：は
：先
づ
：
其

の

都

市

を

.自

然

に

貨

物

の 

集

散

の

中'心
.ど

し

て

：
ゐ
：る
；周

圍

の

平

野

の

廣

狹

|:
镡
つ 

ノ
て.決
^
■
さ
れ
平
野
に
於
け
る
ゼ
民
の
數
を
決
定
す
る 

土
地
：の
豐
沃
'0
程
度
«
都

市

-'
0
大
小
を
決
笼
す
る
も
の

對
す
石
經
濟
的
跋
明
;.
笫
セ
㈱

八
五



第
i

へ
卷..

.(

丸
七
四

)

雄

錄

.

：人-ロ
集
中.の
.
.现
象
に
對
.す
ろ
經
濟
的
說
叨

:!
,
,
:
;
|
.

第
，七

號

八
，六

ビ
し
^
ば
第
ニ
次
的
の
勢
カ
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

に
.存
1:
る
^
云
ふ
說
明
0
不
充
分
.で
.あ
る
事
は
明
_
で
. 

又
貨
物
を
'«
搬
し
分
散
す
る
に
は
交
通
機
關
の
設
備
の
あ
ら
.
？

。
:

必
捧
が
あ
‘る
故
に
都
市
.の
所
在
を
決
定
す
各
最
も
重
要
，
-

然
し
城
塞
、
修
道
院
、.徒

涉

地

雛

，
乂

は

.港
騰
の
附
近
^
 

な
喪
:̂

は
«

«

機
關
の
後
績
.

(
b
r
e
a

太
.o
f t

r
a

l
o

r
l

o
n

)

發

生

し

だ

‘
原

始

的

の

交

換

地

黏

は

若

し

商

業

階

：級

•か

分
 

を

：云

ふ

事

で
.あ

る

、

然

し

，
一
;
方

^
交

易

の

中

心

：
，
地

業
^
:
よ
つ
て
生
.
じ
た
他
.の
齑
業
を
其
處
ベ
引

き

寄

せ

な

：

t

«
此
處
に
.於
て
.貨
物
の
授
受
、
,所
有
權
の
移
轉
が
. 

行
は
，れ
る
の
^
貨
物
の
#

#

>

#

«
に
諸
種
の
|1
«
的 

設
備
^:
要
す
る
.

Q

み
な
ら
中
是
等
商
業
取
引
編
す
る
、 

祺
雜
な
組
織
を
發
生
せ
し
め
る
。
輸
出
入
業
者
、商
人
、 

兩
猶
'
等
が
莫
大
の
.富
を
集
®
し

て

へ

之

れ

'
に

ょ

つ

て
 

彼
等
の
欲
望
を
充
足
さ
せ
る
爲
め
に
他
の
階
級
の
存
在 

を
要
求
す
'る
事
ビ
f

其
の
商
業
中
心
地
に
於
け
る
入 

ロ
の
增
加
を
.急
激
な
ら
し
め
'
.るj

因
を
.作
る
。
.'今
日
世 

界
の
多
く
の
大
#i£l

が
商
業
の
中
心
地
£

て
勢
力
を 

持

^
て
ゐ
る
の

は

都
«|
發
生
0
性
質
か
ら
し
て
當
然
容 

易
に
へ
理
解
し
得
ら
れ
る
所
で
ぁ
つ
て
人
ロ
集
中
の
現
象 

の
根
本
饷
理
_
が
蒸
汽
カ
0

利
用
蓺
ね
鐵
道
を
云
ふ)

:

か
つ

'た
な
ら
ば
永

.
い
關

«

な
る
市
齋
に
止
ま

0
て
ゐ
た

-
-

 

.

,,
 

:.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

で
あ
ら
ぅ
。
併
し
農
業
か
ら
分
離
し
た
エ
業
上
の
抜
術 

を
持
つ
た
職
人
は
：

_

て

r

定
の
地

K
に
定
住
し
自
か
ら 

.，
設
け
た
仕
事
場
論
店
鋪
で
作
品
を
販
賣
す
る
事
の

^
®

,
を
知
つ
：て
小
規
模
の
資
本
を
持
ク
て
町
丨
或
は
.市
場—

一
に
定
.住

す

る

事

な

り

歐

識

EL
の

中

世

に

.
於

い

て

み

る
 

自
曲
H

E
の
發
達
を
見
る
に
到
：つ
れ
。.
中
世
都
市
の
特 

色
に
就
い
て
語
る
事
は
本
稿
の
直
接
の
：目
的
に
大
し
た 

關
係
は
な
い
.故
に
.次
の
.事
を
貪
及
す
る
に
.北

ま

る

、
.
即 

ち
商
業
が
か
く
し
て
小
規
榄
な
0:
業

經

營
の
集
つ
た 

都
會
ビ
，其
の
間
圍
の
農
材
の
間
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
時
弋 

K
は
商
業
的
中
心
が
大
き
^
地
域
を
占
釣
る
に
到
ら
な

か
つ
た
の
は
當
然
で4

る
:0
伊
太
.利
の
諸
都
市
の
經
營
な
ク
て
最
早
？
人
々
の
大
多
擻
价
使
用
す
る
貨
物
は
典 

し
た
外
.陣
贸
易
は
-ソ

エ

バ

ァ

攻

の

意

見

に

ょ

れ

ば

主

:̂
の

消

毁

さ

れ

る

場

所

の

近

く

で

生

產

さ

れ

た

卜

の

で

办 

し

；て
4
侈
に
=
ク
取
弓
1:
:あ

つ

，て

洛1
=ど

其

の

周

圍

の

農

る

^
去
.ム
事
は
事
實
で
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
れ
。
斬
次
、
 

和
ビ
の
一：

年
1
の
商
業
に
儿
ベ
れ
ば
賓
際
に
僅
が
な
も.

に
逄
業
の
地
.方

的

分

化

が

行

は

れ

る

樣

に

な

；
つ
.て

來

て

^

^
 

o 

0

L

0

0

™ 

.

「

週

間
5

度
S

れ

.為

は

全

く

其

の

地

方

丈

け

毕
 

太
利
の
諸
都
市
の
繁
榮
を
招
致
し
れ
ふ
の
は
恐
ら
く
此I 「

產
物
を
歧
W
し

な

も

の

，
で

あ

：
：
つ

ね

が

.其
れ
も
一
年
中
開 

の
種
の
外
國
貿
勒
に
ょ
つ
.た
も
.の
で
あ
ら
ぅ
。

.I

か
れ
て
ゐ
る
大
規
模
の
•市

場

な

り

他

の

都

市

、
農
村 

0

$

0

0

0

0

0

0

^

f
 

;

の
生
產
物
を
諸
方
か
ら
集
め
る
.事

慕

つ

た

。

代
S

變
I

中
に
於
い
て
I

の
範
圍
は
漸
次
1

—
^
か
：
、

る

經

濟

社

會

の

漸
I

I

I

市
の
發
達
に 

f

れ
て
來
た
。
東
洋
の
珍
奇
i

物
や
香
料
寶
石
等|

及
ぼ
し
た
影
響
は
.明
白
す
I

程
で
t

.°
K

s

i.や 

を
載
せ
た
タ
エ
テ
ス
の
船
か
訪
れ
る
事
は
：英

蘭

や

西

部|

1

&

I
0:
屬
作
者
0
地

方

：的

市

揚

に

過

ぎ

な

い

つ

' 

歐

羅

巴
.の

醫

に
$

て

非

常

な

事

件

で

あ
.つ
た
。
し

た

ロ

ン

ド

ン

i

界
の
.金
¥

商
i

の
中
心
：地
'
5

 

ヵ
し
當
時
の
運
轍
の
技
忙
は
輕
量
で
耐
久
性
が
あ
-
且̂：

つたロンドンど，の間に

.
V
Vん
な
相
異
が
存
す
る
か
.は
：
 

つ
價
格
の
高
い
物
品
で
な
け
れ
ば
取
.扱
ふ
事
が
出
來
な
.
.說

明

を

待

た

，ぬ
：所

で

：あ
る

：
0‘
.
：：：

，
.

か
つ
.た
0.
で
勢
ひ
奢
侈
品
の
取
引
.に
從
事
し
.て
ゐ
た
が
'

 

少
千
ダ
ァ
.氏
に
i
.れ
ば
都
市
の
人
口
を
集
中
せ
し
め 

；

商
業
經
營
の
增
太
並
び
.に
富
办
增
^

，ょ
づ
て
他
の
日)

る
有
力
な
.原

因

の

.
一

つ

は

腐
*
で
あ
つ〗

て
此
の
寒
實
次 

常
0
貨
物
に
就
：い
て
も
遠
方
の
塵
が
行
は
れ
：る
樣
に
製
造
工
業
の
盛
ん
に
し
て
交
人n

.

稠
觀
の
，極
め
て
大
き
-

 

_

寒

(

九
七w

離
ン
錄
.

人
口
集
中
の
.現
敏
U
對
1

經

激

盹

氍

,_
;.

紙
七
_

八
令
：



第

十

六

怨(

九
七
六〕

錄

人
n

中
0
現
象
Iこ
對
す
る
經
濟
的
說
明

第
七
號

交

い
自
耳
義
ビ
商
業
國
で
あ
る
和
蘭
ピ
を
化
帙
し
て
み
.る
.：
 

^
其
の
都
市
人
ロ
の
割
^
！
で
，は

和

蘭

の

方

に

高

度

，の
.都 

市
人
ロ
_
が
認
め
ら
れ
る
«
に
ょ
つ
て
例
證
5
れ
て
ゐ 

る
ホ
製
造
エ
業
の
中
心
地
が
其
の
增
加
の
最
高
_

R
達
：
 

し
た
の
ば
蒸
汽
$

固
定
さ
れ
た
機
械
に
®
用
さ
れ
た 

時
比
於
'
:い
て
>
あ
つ
た
。
::「
:
'

要
す
る
に
職
能
の
分
他
が
精
細
に
な
つ
て
行
く
に
連 

:れ
て
其
組
織
體
佥
體
の
結
合
を
充
分
に
保
.つ
に
は
各
分 

'岐
を
述
絡
す
る
分
散
的
系
統(

pu
^

rcr
u
t
i
v
e 

s
y
s
t
e
n
o
p

 

精
巧W

な

，つ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
從
つ
て
分
布
的
系

M

營

に

於$

,て

集

中

现

象

を

馓

し

人

ロ

の

別

の

部

分

を 

X

業
都
市
或
は
又
偶
然
商
業
都
市
の
中
に
集
中
せ 

'し

.め

る

事
ビ
な
つ
た

9 

:

;.
•\

經
濟
社
會
の
發
達
^
共
に
企
業
經
營
の
形
體
の
變
遯 

が
論
せ
ら
れ
る
。
自

足
自
給
の
M
»
生
活
が
«
れ
て
交 

易
經
濟
が
始
ま
る
ビ
共
にH

業

.上

の

技

術

者

は

農

業

か
 

ら

獨

立

し

た

が

か

く

分

立

し

た

經

濟

關

係

，は

商

業

に

ょ 

つ
て
結
合
さ
れ
る
事
ビ

な
つ
.た
。
エ
業
«
營
の
形
式
は 

之
れ
か
ら
手
工
業
紙
雛
、家

内

工

業

紐

織

場

H

檠
組 

織
へ
ミ
推
移
し
て
行
つ
た
。
ェ
場
ェ
業
の
矶
㈱
は
市
®

統
0
微
妙
な
る
連
用
を
菏
る
中
樞
は
：非
常
に
集
中
的
傾，1

の

漸

進

的

擴

張

に

ょ

.
つ

て

，
可

能

-
な
b
其
の
勝
利
は
十 

向
を
採
る
の
で
あ
る
。
之
'れ
が
商
業
的
方
而
か
ら
觀
察i

八
世
紀
に
於
け
る
動
力
機
械
の
發
明
、
十
九
世
紀
に
，於 

し
れ
都
市
人
.ロ
の
集
中
に
對
す
る
說
明
で
あ
る
。

.

1
け
る
運
輸
交
鄉
の
近
代
的
組
織
の
發
達
に
ょ
つ
て
確
立 

k
 

■

さ
れ
た
。
こ
の
新
し
い
企
業
經
營
.の
形
體
が
漸
次
勢
力
：
 

以
上
述
.ベ
て
來
た
樣
な
經
濟
社
會
の
發
族
は
エ
莱
經
を
占
め
て
來
れ
時
に
於
い
て
其
の
前
か
ら
存
在
し
"
ゐ 

營
の
方
菔
に
如

何
な
る
關
係
.を
保
つ
.1:
:
來

だ

で

あ

ら

ぅ

.た
古
い
形
體
の
企
業
經
營
に
加
；へ
ら
れ

^
滕
迫
は
誠
に 

.が
。
跋
に
も
市
場
の
擗
大
ど
云
ふ
事
が
エ
業
上
0,
企
業
ハ
悲
慘
な
も
の
で
ぁ
つ
れ
。
所
謂
片
手
間
，に
農
作
に
從
事

Vi.

l
i

{
pi
%

丨

丨
:

::

|

し
て
居
た
職
人
が
.其
の
生
活
：を
失
つ
て
純
粹
の

X
業
勞
. 

働
者
ど
，し
て
新
し
ぐ
成
立
し
.於
：エ
場
に
«

«

さ

れ

て
行 

く
に
至
つ
たg

ば
不
充
分
な
が
ら
本
誌
第
十
五
卷
第
八 

號
の
拙
稿「

十
九
世
紀
初
期
に
於
け
る
英
國
都
市
生
活 

咬

：一
而」

に
略i

i

し

て

置

い

^

っ

新

し

い

農

業

經

磬

法

の 

爲
め
’に
«
倒
さ
れ
た
農
夫
：ビ
共
に
半
農
的
職
入
も
今
は 

ra
舍
の
材
落
や
小
都
#
を
離
れ
て「

澤
山
の
工
場
の
興
つ 

そ
出
來
た
新
し
い
工
業
都
市
か
或
は
從
來
の
商
業
都
市 

セ

以

つ

て

.
新

し

く

 H

業
的
活
動
を
始
め
る
樣
に
な
.つ

た

：
 

_
市
へ
、/

」

殺
到
し
た
。
之
れ
«
明
か
^
又
人
ロ
の
都
市; 

パ
集
中
の
：ー：因
で
ぁ

る

が
、
a
で

は

失

規

模

エ

業

の.緙
營
'
ニ
 

の
利
害
を
S
々
せ
中
に
た
.

)

.今

日

の

企

業

經

營

：の

組

織

，
：
 

:

で
ぁ
る
，

H

場

エ
，業

紺

織

は

人

ロ
の

分
布
に
對
し
て
如
何\ 

な
る
影
P

與
へ
る
か
を
觀
察
す
：る
に
止
め
る
：0
:

:

旣
に
；述
べ
た
樣
にH

業
經
營
の
發
達
は
：1

方
に
農
作 

無
の
.生

活

を

襲

か

他

方

に

手

：エ

業

的

經

營

法

に

ょ

る

：職 

A

f

0

^

p

て
共
に
独
等
を
地
方
の
：#
落

.か

ら

追

放

じ

.

笫

十

六

怨(

九
七
七〕

：

雜

，錄
人
ロ
集
中
の
呪

象
：.

た
。
，其
の
結
果
は
人
.ロ
の
分
布
の
上
に
|6
中
的
現
象
.ヾ」 

な
つ
て
規
は
れ
る
が
其
が
®

^
の
場
合
の
檨
に
火
■
市 

の
發
達
を
促
す
か
其
れ
^
も
小
都
市
小
都
會
の
發
生
ど 

:.
云
：ふ
事
に
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
.る

。

が

：
こ

の

問

題

.
は

大
 

|:

，
規

模

生

產

を

行

ふ

工

場

の

Fr
«
地

の

決

定

の

間®
で

ぁ

.
， 

\ 

:

つ
て
^
通
運
輸
の
地
方
的
便
益
せ
云
_ふ
事
が
他
の
：肖
然 

\

の
：與

へ

る

利

益

よ

も

：重

耍

な

地

，位

を

占

め

る

場

合

.に

. 

一：.；はH

場

は

大

#

^

へ

赴

く

で

あ

ら

ぅ

し

反

對

に

生

產

に 

一

就

い

，て

の

地

方

的

利

便

が

H

場
の
地
位
を
決
定
す
.る
^

;

す
れ
ば
1

場
は
恐
ら
.ぐ

小

都

會

に

出

來

る

事

€
.
な
る
で 

-

1

5

0
即
To
生

產

上

の

侃

益

に

よ

る

か
：：

或

は

生

產

物 

一
の
處
分
の
上
の
便
益
に
支
配
さ
れ
る
か
に
ょ
つ
て
邦
の 

"H

場
の
所
在
地
が
決
定
す
る
の
で

あ

る
。

是
等
の•

關

係

に

就

い

て

歷

史

的

^

見

る
€
分
業
，か
發
.
 

達
せ
中
し
て
經
濟
生
活
め
地
域
も
狹

.

s

時
代
に
は
孤
立 

的
經
濟
.又
た
は
都
市
經
®

代
の
太
部
分
に
於
い
て
見 

る
様
に
エ
業
は
消
費
者
の
所
在
に
接
し
て
行
は
れ
て
ゐ 

1對
す
^
純
濟
的
髀
明

 

筇

七

號
八
九



鄉

十

六

怨(

九
七
八)

雑

錄

人

ロ

.集
中
の
現
象
|;
對
す
る
經
濟
^
^
5
: 

第

七

號

九

〇 

た
。
：；生
產
に
.對
す
る
自
然
_の
有
す
る
利
.益：
は全：
く無視る

o
殊
0
地

方

的

に

交
^
紺

織

の

改

：良

の

結

采

.は

原

料
 

さ

れ
、て
ゐ
尨
が
、
事
實
又
，此
自
然
の
：利
益
、を
充
分
に
.利

品

の

價

格

：を
低
廉
に
，し
た
の
.
.で
此
'の
點
”に
就
い
て
生
產 

用
す
名
直

K
ふ
事
が
分
業
の
發
生
を
促
す
動
機
で
あ
っ

‘

「

'
ホ

れ
。
分
業
が
行
は
れ
て
交
易
の
組
織
案
良
せ
ら
れ
：て

.:
は
減
少
し
た
の
で
め
る
'0
故

に

鐵

道

が

形

：體

の

豆

太

な

：
 

來
る
ぐ
又
生
.產
の
條
件
が
變
化
し
.て
來
.る

。
即

ち

農

業

、

；、
：
又

案

最

の

#,
い

貨

物
.の
.運

送

に

關

し

て

.

.
運

搬

經

费

を

低
 

:

鑛
業
、y
其
他
糊
製H

業

に

あ

っ

：
で
^
交
：通

機

關

の

改

良

廉

に

し

た

事

，は
一
地
方
の
.
然
的
利
益
の
意
_

を
減
じ 

は

1

地
方
の
有
つ
.て
.ゐ
る
各
獨
特
の
自
然
的
利
益
を
增
:'
:
て
生
.產
に
對
す
る
非
自
然
的
乂
は
人
爲
的
利
益
の
.意 

加
し
を
の
®

®
さ
を
增
す
。
か
く
て
：是
等
の
企
業
經
營\

義
5r
.增

し

た

。
精

巧

品

：の
生
：產

.比
就
い
て
み
.れ
ば
生
.產
：
 

に
在
6
て
は
自
然
の
有
す
芯
富
.源
を
出
來
る
史
け
利
用
，

一：
‘上
.の

他

：の

奥

件

か

或

は

消

費

：に
：關

す

る

條

件

、

即
ち
販 

し
や
I

試
み
る
事
f

 

i

組
織
が
整
頓
す
れ
ば
或
j:'
:
賣
の
便
宜
、
：
消
費
者
へ
給
：配
す
る
經
I

低
廉w

云
ふ 

る
程
度
ま
で
農
業
及
び
雠
業
上
め
人
ロ
ほ
分
散
す
る
0

.

:事
が
.エ
業
經
營
の
所
在
地
：を
決
定
す
る
»
ビ

な

る

°

若 

;!
'
:然

し
:*
地
の
有
す
る
特
別
の
性
質
^
熏
き
を
獠
か
な
一
し
消
費
者
に
近
い
？
云
ふ
事
が
此
の
場
合
最
も
主
要
な 

い
製
造
エ
業
に
あ
っ
て
は
事
情
は
著
し
.
<是
れ
>

異

|
要
件
で
あ
れ
ば
、
商
業
の
中
心
地
は
富
裕
な
る
池
費
者 

る
。
か

、
る
工
業
方
面
に
あ
：つ
て
，は
土
地
に
.つ
い
'て

の

マ

」
其
の
數
が
非
常
に
多
い
し
又
他
の
地
方
の
消
費
激
階 

ま
接
の
要
素
は
生
產
に
於
け
る
原
料
品
丈
け
で
あ
っ
て
級
に
貨
物
を
給
配
す
る
に
も
充
分

.な
便
宜
.が
備
っ
て
ゐ 

他
め
耍
素
例
“へ
：ば
資
本
、勞
働
、
地
代
、諸
机
稅
、姑
製
品
':
る
故
忙
大
商
業
の
中
心
地
が
又
製
造
エ
桊
の
中
心
地

 ̂

の
販
路
"
運
搬
の
便
宜
等
が
重
大
な
關
係
を
持
っ
て
來
な
か
、
各
個

9
H

場
は
爭
つ
て
.こ
の
有
利
な
地
點
に
集

.る

.が
故
に
.エ
場
，の
集
中
を
惹
起
じ
荻
に
大
都
市
は
驚
く
都
市
地
代
の
#
騰

も

其

の

一

つ

で

あ

^

が

上

記

諸

國

の 

可

き

比

率

で

膨

脹

す

る

：
で

あ

：ら

ぅ

。

.:
,
河
流
の
利
用
、
原
へ
鐵
道
政
策
殊
に
蓮
賃
に
關
す
を
銳
定
.が
生
產
に
於
け

.

る 

料

產

地

：に

近

い

W
1
K
.

ふ
事
の
意
義
が
失
は
れ
る
ビ
一
般
特
殊
の
土
地
の
意
義
を
減
じ
れ
ビ
同
樣
に
精
製
品
の
分 

的
.の
傾
向v

し
て
商
業
の
中
心
地
が
工
業
の
中
心
さ
な
，
.
散
に
於
て
も
其
要
素
く
し「

て
の
.意
：義
を
減
じ
た
の
に
ょ 

9
て
し
：ま

つ

れ

の..で
：あ
る
。：」

：

山

..
:
: 

: 

一:'
石
者
マ
あ
る
。
從
つ
て
將
來
渾
賃
の
均
一
が
實
行
さ
れ 

'
穴 

，
る

榛

に

な

る
^
又

都

：
市

が

小

，#

^

も

生

產

物

を

低
 

然

-1
.最
近
^

#
疖
^
し
て
は
^
の
勿
&
エ
業
經
營
の
一
廉
に
.給
配
し
ぅ
るw

云
.ふ
利
益
は
消
失
し
て
し
ま
ふ
。 

集

:^
^
,其
の
限
界
^
達
.し
た
::
^
の
'、
如
く
ヽ
是
等
の
エ

.

：

M
に
生
產
上
の
他
の
要
件
0
就

い

，
て

見

れ

ば

殆

^

製
 

業

經

營

が

エ

場

を

太

：都

市

の

郊

外

^
建
て
>
、
，一

方
高
：|
:造
エ
業
が
商
業
の
中
心
埤

:い
^

&
の
她
代
を
逃
れ
る
せ
典
に
都
市
0
有
す
る
貨
物
ハ
;'
.
:れ
な
い
。
以
前
は
販
賣
、
購
入
の
仕
事
、
資
本
、
信
用 

の
蓮
搬
上
の
便
宜
を
得
ん
!̂
企
.て
玆
に
分
.散
：的

反

動

_

を

得

る

の

使

宜

は

：商

業
0
中

：心

地

に.於

い

て

爲

為

.
れ

な
 

が

生

：
じ

た
o
郊

外
.に

於

け

る

：
，エ

場

經

營

.は

.

.十

九

世

紀

末：
：：

け
れ
ぼ
な
ら
な
が
.つ
た
0
で
エ
揚
ま
で
邀
等
中
心
®

^
 

か
ら
合
衆
國
、
英
吉
利
、
獨
逸
'に
於
^
て
漸
ぐ
.顯
著
な
■ \ 

:

設
け
.た
け
れ
共
も
今
日
に
な
9
て
み
れ
ば
是
等
0
事
|
 

;

現
象
ミ
な0.

て
現
は
れ
、：
充
溢
し
允
都
市
‘の
貧
困
$
窮

.は
市
中
の
市
央
に
設
け
ら
れ
た
事
.務
所
で
處
理
ざ
れ
る 

，追
t
に
心
を
惱
ま
す
社
#
的
博
愛
論
灌
に
光
明
.を
與
、C

:.
&

£
じ
て
都
市
の
中
央
に
±
.
場
を
置
.か
«
け
れ
ば
な
ら
_ 

石
事
ビ
.な
つ
：た
の
_で
あ
る
。
 

：
'

,

:
ぬ
理
由
は
毫
も
存
在
.し
な
い
。
:'
.
.

.

此
の
傾
向
に
與
か
つ：

て
力
あ
る
者
は
前
に
も
述
べ̂

'バ1
,

方
小
都

#

©

與
ふ
る
利
益
は
其̂

に

於

け

.
る
地 

人
，
，.
第

十

六

怨(

九
七
九)

雜
錄
入
ロ
染
中
の
現
象

>|-
.對
す
る
經
濟
油
餽
明
：
 

第
*

^

九一



飨
十
六
怨
ふ
九
八
O
Y
L
雜

•錄
人
ロ
集
中
，の
明
.象
に
對
す
る
經
濟
前
說
明

.第
%
雛

九

P^husbhu ■

代
、
.租
稅
の
'低
廉
な
る
事
又
往
々
に
し
て
か
、
る
小
都 

會
が
其
の
發
M
.の

爲

.め

ば

種

，
々

.の
刹
權
を
與
へ
る
事
等
：
 

ン
が
あ
：る
？
.勞

力

の

供

鈴

に

：就

：い

て

の

^

E
^

地
方
の
利 

#

«
其
®
仕
事
の
性
質
に
も
依
‘
，が
ー
、
'
.■熟
練
_
3 1

の
寶
：
 

鈒
の
場
合
は
都
市
]:
於
^
:で
は
勞
:«
削

體

.が

非

常

に

勢
 

;
*を振

：.

つ
.て

：
ゐ

る

：
故

に

.其

の

寶

錐

は

地

方

ょ

り
:%
‘都

市 

め
方
が
高
く
、
.又
實
銀
は
同
額ヒ
し
て
も
攉
主
は
都
市 

，の
勢
#

a
合
：の
0

々
^
る
银
則
を
逃
れ
る
爲
め
に
II
市 

:

を

：去

る

倾

向

が

あ

名

。

做

し

か

、

る

點

に

於

い

て

の

地 

..方

..の，利
益
は
要
す
る
に
ブ
時
的
^
現
象
に
止
ま
り
は

表

'か
.
::
-
°
.
,

'
不
熟
練
勞
働
に
就
い
て
'見
る
足
上
記
の
關
係
は
反
對 

i

る
。
夭
都
市
は
無
敎
育
亿
し
て
技
能
の
無

い
.、贫 

._窮
^
腦
ま
.

れ̂
て
ゐ
>
人
ロ
を
多
數
に
.包
含
し
て
ゐ 

る
:;
°
破
等
は
刚
體
を
龃
織
す
る
事
％
出
"來
な
い
の
で 

s
t
a
r
v
a
t
i
o
n
,
w
a
g
e

で
も
を
れ
を
支
拂
ぶ
者
が
あ
れ
ば
勞 

.力
を
提
供
す
る
。
從

‘つ
■て
大
和
市
で
は
&

代
及
び
生
活

の
.必
要
.品
が
典
'に
■農
村
地
：'方
；よ
々
®
が
に
高
债
で
，あ
る 

.に
も
拘
ら
すs

w
e
a
t
-
s
h
o
p

を
，經

營

す

る

者

は

低

廉

な

る 

都
市
勞
働
者
に
ょ
り
從
顺
で
あ
b
旦
つ
利
@

^
ぃ
»
を 

認
め
.て
*
る
0

.
,
.骅
す
る
に
賃
銀
0
低
廉
に
し
て
不
熟
練
勞
働
を
使
用
|

し

ぅ

必

場

合

以

外

に

は

全

體

ヒ

し

て

大

都

市

^-
於

け

る

製
造H

業
は
.不
利
益
を
立
場
^

あ
る
笔

K

ふ
事
が
出
來
，
 

る
o 

:

.
今
日
斯
く
の
如
き
事
情
.で
は
^
都
市
內
に
；エ
場
を
經 

:

營

す

名

理

由

は

0
-—
•)：

以

前

；
に

郊

外

に

建

て

た

エ

'
場

が
 

都
市
の
膨
脑
ご
共
.に
都
市
.の
內
部
に
.入
込
ん
で
し
.ま
ひ 

.未

だ

移

轉

す

る

。に
，利

益

な

き

場

合

か

(

ニ)

初

め

.に

建 

て
ら
れ
た
場
所
^

^
で
は
未
だ
.見
W
ず
事
の
W
*
な
い 

.様

な

傅

統

的

の

熟

練

勞

働

を

必

要

ヒ

す

る

か

、或

は

技

術 

:

の
非
常
に
高
度
の
發
達
を
必
要
ご
す
る
H

m

(

三)

典 

0
製
品
が
主
ビ

し
て
其
の
地
方
の
消
費
^
供
給
せ
ら
る 

'
-、
も
，の
：

V 

(5
>

使
用
す
る
原
料
が
陸
路
ま
び
に
水
上
航
.

IS

I!

!

路
.のi

r

方
.面
か
ら
均
し
く
得
ら
れ
る
場
合
等
の
四
個
の 

理
餘
に
.基
く
の
で
め
る
0:
,
ぃ
 

然
し
^ :
ら
I
に
注
意
を
要
す
，る
の
は
斯
ぐ
の
如
く
大 

都
市
か
ら
分
散
し
たH

業
經
營
は
到
,̂
所

み

田

舍

'に
ぐ 

r

、

ニ

の

大

规

：模

な

エ

纖

を

備

-

へ
炫
エ
業
村
落
を
形
成
へ
一 

甘
ず
に
臁
て
小
都
會(

a

 

large 

t
o
w
n
)

を
作
る
に
至
る 

と

云
'ふ
事
で
ぁ
る

。
;

.

(

:
'
.
.
;
'
:

「

'

,;
.

#'
故

にT
、

.ニ
'の

大

规

模

なX
場

の

存

在

が

工

業

的

\ 

，村

落
?:
.形
成
す
る
に
止
ま
ら
ず
し
て
小
都
&
を
薇
^.
せ 

し
む
るU

(

至
る
沪
ビ
云
ふ
ミ

.、
，̂

規
模
^
塵
さ
れ
た 

■X
場

に

味

其

，れ

自

體

で
_

»

0
の

勞

®

^

に 

與

；へ

そ

ゐ

る

系

共

に

又

他

方

：
^
は

當

該 

0

f〗

他
0
エ

業

が

經

營

王

；
の

便

宜

、
か

6
そ

の

エ

場

：
の

：， 

附
近
は
集
合
贫
る
事
ど
«.〈

る

。
、
軍

に

：當

エ

：
業

11
1
の

副

產 

物
0
刹

用
が

別

の

工

場

の:#
在
^
促

す

事

ぁ.る
.̂
共

に
 

男B

又

ほ

女

工

の

何

れ

か
：：

一.
.方

：
の

勞

働

—

を

必

要

^
. 

す

る
X
業

の

經

營

.

.
せ

ら

れ

^

ゐ

 

'る

#

に.は

反

對0
性
0

部

卞$
 

X

A一.

)

雜

錄

_

人

ロ

ま

中

の
1
.

勞
働
者
を
使
用
し
ぅ
る
便
宜
：か
ら
し
て
彼
等
を
收
容
す 

る
.他
め
工
業
が
發
生
す
る
、
例
べ
ば
«
_
、機
械
娀
造
業 

:

等

哭

エ

を

使

用

し

て

ゐ

.る

小

都

#'
に

彼

等

の

妻

や

娘

を 

收
容
す
る
紡
績
工
場
が
設
I

れ
る
：ビ
云
ふ
欉
な
場
合
. 

ン
で
あ
；る
。
又
令
然
新
し
い
.周
圍
に
X
業
經
營
を
創
め
る 

「

ょ
り
も
同
種
工
業
が
旣
に
行
は
れ
て
ゐ
る
*
所
0
近
處 

「

に
エ
場
を
設
抄
る
方
が
容
教
で
あ
る
ビ
云
：ふ
傾
向
等
が
，
 

エ
樂
村
落
を
多
少
大
き
な
町
は
小
都
會
に
礙
達
さ
せ
る
I 

へ
理
由
：で
あ
る
。

..

七

::
'

\

以
上
述
べ
た
所
に
ょ
づ
そ
經
濟
社
會
の
發
展
皮
共
に 

\:

。如
何
に
人
_
:0
の
分
布
が
影
響
.さ
.れ
て
來
る
か
€
云
ふ
事 

一：を
稍
明
か
に
し
得
た

€
.思
'ふ
。

人

：ロ

の

集

中

现

象

は

軍 

R
工

業

：上

にE
大
0
機
械
が
：使
用
さ
れ
た
爲
め
を
か
交 

诵

機

關

：
の

設

備

が

交

：通

©s
m

を
可
能
に
な
ら
し
め
な 

爲
め
ど
か
に
解
す
る
.の

は

不

充

分

：で

あ

る
.。
農
業
^
人 

ロ
集
中
の
-現
f

の
.關
係
に
於
い
て
述
ベ
ね
樣
に
其
.の

【

對
す
る

經
濟
的

說

叨

:

::
第

七

虢

九

コ

ー



铱
十
六
卷

(

.九

.八

ニ)

雜

錄
人
ロ
集
中
の
瑰
象
に
對
す
る
經
濟
的
耽
明

谘
七
猇

九
四

根

本

的

原

因

は

，生

產

力

の
-i
t
加

に

‘
ょ

る
人

口

.
の土
地
解 

放
に
基
ぐ
も
の
で
あ
b
其
が
.商
業
の
中
心
又
はH

.

業
の 

中
心
地
に
集
中
せ
6

れ
る

の

は
生
產
力
の
增
加
に
實
献 

し
て
來
れ
營
利
經
濟
組
織
に
於
け
る
必
然g

の
傾
向
ど 

思
は
：れ
る
。
故
に
輓
近
我
國
‘で
盛
ん
に
田
園
都
市
の
名
，
 

の

下

に

誤

り

唱

へ

ら

れ

で

ゐ

な

樣

な

田

園

砠

^

の

計

鲞 

-

1

に
角
、
完
全
な
都
市
0
形
體
を
備
へ
た

田

a都
市

兎
も
角
も
人
口
が
農
村
に
於
い
て
は
比
較
的
^
散
在 

し
て
ゐ
る
の
に
對
し
て
他
方
に
狭
い
一
地
^

^
に
密
集 

す
る
現
象
の
存
在
す
る
.^!
_

は
生
產
ヵ
の
被
達
の
說
.明 

ざ
相
俟
つ
て
明
か
に
せ
ら
：れ
た
o
ホ
ブ
ソ
ン
氏
9

> 

H
o
b
s
o
n
}

の
云
ふ
通
b
產
業
紙
織
.上
の
革
命
は
異
常
な 

:天
才
の
.發
明
的
の
.頭
腦
が
ら
生
れ
出
れ
發
明
の
爲
め
に 

惹
起
'
S
.
.
れ
も
.の
.で
.は
.な
い
。
多
く
.の
人
々
の
_、̂
を
3 1
0

の
W

畫
は
其
の
理
想
的
方
而
が
ら
見
れ：
ば
i

實

際

的

|
:時
代
に
於
け
る
中
心
問
題
で
：あ
つ
：ね
、
如
何
に
し
て
生 

の
^
協
的
方
面
は
®
く
避
け
て
一
^
其
の
成
功
は
覺
束\

產
カ
：を
增
加
す
可
き
か
ど
云
ふ
問
題
に
向
け
る
產
業
上 

ぬ
も
の
ご
考
へ
ら
れ
は
し
ま
い
か
。
简
單
な
例
を
以
つj

の
事
情
の
壓
迨
が
存
在
し
て
ゐ
た
に
基
ぐ
も
の
で
あ 

:

て
.示
.せ
ば
商
業
の
中
心
地
や
工
業
の
中
心
地
を
田
園
化
：\

る

:°都
市
八
ロ
の
集
中
現
象
も
か
ゝ
る
見
解
の
下
^
解 

す
る
*'
は
果
し
て
現
在
の
經
濟
«
織
で
可
能
で
あ
ら
う|

釋
さ
れ
な
：け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

V
生
產
方
法
の
個

 々

か
。
エ
業
經
營
者
の
責
任
又
は
目
的
は
決
し
て
田
園
的
|
の

具

體

的

事

情

が

第

ニ

次

的

に

，
人

ロ

の

分

布

に

作

;1
1
を 

生
活
を
勞
働
者
に
與
へ
る
事
で
は
な
い
。.
此
の
點
，に
於
及
す
の
は
否
定
す
，る
：事
が
出
來
な
い
。
其
の
意
味
に
於 

い
で
田
園
都
市
の
主
張
は
ざ
の
位
其
の
理
想
さ
す
る
方
，；い
：て
人
_ロ
の
分
布
の
現
象
に
對
し
て「

蒸
汽
力
の
求
心 

®

b
進
出
し
う
る
沪
又
何
づ
れ
の
邊
で
妥
協
に
終
る
か

;
的
性
質」

：せ
炉
：「

電
氣
力
の
遠
心
的
性
質」

ミ
か
沄
ふ 

は
興
味
あ
る
問
題
e
し
て
殘
る
？

：：
 

事
は
許
さ
れ
う
る
。

..：
 

：

丨

■

f

丨

■

::

,
,翁
來
に
曝
す
る
諸
產
：讓
0
發

達

ど

人

口

分

布

ど

，
の

麻

て

藤

業

中

心

地

0 -
膨
腺
を
惹
起
す
る
で
办
ら
ぅ
レ
又
生 

:保
は
'全
く
豫
沏
を
.許
さ
な(

い
が
ク
；

H

パ
ァ
氏
は
產
業
の
產
物
の
增
加
は
こ
の
膨
歸
に
ビ
つ
て
最
も
重
要
な

.關

.係 

性
質
を
四
個
に
分
類
し
て
其
.の
性
質
に
從
っ
.て

多

少

の

.に
あ
る
o
第
.

〖

一

一
の
製
造

H
,

業

：は

同

じ

く

集

中

の

傾

向

を 

推
論
を
下
し
て
ゐ
る
。
今
少
む
ズ
其
れ
を
紹
介
し
て
筆
示
し
從
來
は
商
業
の
中
心

V
1

致
し
て
大
都
市
の
發
生 

を
措
か
ぅ
。
.:
: 

; 

H

:上
^
^
^
^ ̂

:

'
ン
ゥ
林
づ
ァ
汉
に
從
人
ば
人
類
の
產
業
は
便 

が
其
の
分
散
的
傾
向
は
た>
 

.に

.分
類
す
る
事
が
出
來
も
、即
ち
農
業
、.鑛
業
ど
包
含
す
一
從
來
の
W
業
^
心
地
£
分
離
し
た
丈
け
の
事
で
あ
っ
て 

'る 

extra

a-v
e

B̂d
u
s
t
r
i
e
s
e
r
#

 

,

.通
其
他
凡
べ
の
交
換
の
媒
介
.組
織
を
總
插
す
Iる

給

配

的

v

-b
て
ゐ
で
.、

交

通

：
組

織

の

：
改

良

‘
、

市

場

の

櫥

張

も

此

の
 

:逄

業

：
：
嘗|

|

€
ま

&

|

)

ち

植

造

エ 

関
係
に
於i

て
行
は
れ
：る
i
の
で
あ
る
が
故
に
村
落
手
：
 

庭

勤

務

者:"
政

府

裏

、

自

由

職

業

者

、
學

究

等

を

.
一

 

' 
パ
エ
の
時
'代
敢
は
其
れ
に
類
似
し
た
企
繼
體
に
復
歸
す: 

括
す
る
»
務
並
か
に
自
由
所
得
を
得
ち
職
業
の
四
種
で
一
る
に
非
ざ
れ
ば
集
中
的
現
象
を
妨
げ
る
も
の
で
ば
な

あ
る
、

:

い

。

最

後

の

勤

務

提

供

者

に

就

い

セ

は

'彼

等

が

勸

務

を

. 

:

此
の
中
第j

の
農
業
鑛
業
等
は
益
々
交
通
機
關
の
擴
餘
供
す
る
場
所
は
：削
.三
者
の
何
づ
れ
に
か
f
適
す
る
も

. 

旅
改
良v

共
に
分
散
的
に
な
つ
て
行
く
傾
^
は

あ

る

が

の

.で
あ
る
か
ら
興
の
何
づ
れ
に
附
-く
か
'に
ょ
.つ
て
決
定 

费

J

の
給
，配

的

產

業

は

交

通

機

關

が

發

達

し

て

「

其

の

取
さ

れ
.る
が
大
體
：̂
於

い

て

彼

等

の

塞

馨

納

す

る

卷 

引
範
圍
が
擗
大
す
れ
.ば
す
■る
.程

集

中

的

傾

向

を

增

大

し

.の

近

く

に

存

在

し

な

け

：れ

：ば

«
.ら

な

：い

ビ

云

ふ

：

事

は

人

.^
?
H

ノ

卷(

九
八
三.

)

0

錄

人

ロ

集

中0.
稅
染
に
對
す
ゐ
經
濟
的
孰
明
：

 

h第七
^

.

^
五
.



第

*
^
六

猪

.

(

九

八

四

)

雜

錄

：

人
ロ
集
中
の

.瑰
象
|1
1
1
1.經
濟
的
魏
明

 

第

七

雜

九

六

.''
'
□.
の
：多
い
勝
这
富
奴
婴
富
な
な
所
'に

集

中

せ

：し

.め

る
::
0 

從

づ

：て
：大

體

：の

傾

向

^:
於
.い
て
商
業
の
中
心
地
^
集
る：

.̂■
云
ひ
■う
る
._で
あ
ら
.う
。
.

か
く
て
近
代
的
形
式
に
：ょ
.る
：1

國
の
充
分
な
る
產
業 

組
織
は
農
業
を
除
い
た
他
の
諮
產
業
に
於
い
て
は
何
づ 

れ
も
人
ロ
の
集
中
を
1?
求
1;
て
ゐ
る
> 

る
に
農
業
が 

I5
E

R
述
べ
^
樣
に
全
入
a
を

支

持

，す

る

の

に

必

要 

る
^

ロ

數

は

近

來

總

人

ロ

に

對

し

で

益

冷

減

少

の

割

合 

を
，保

，
0
て
.ゐ
る
故
に
之
れ
も
亦
人
ギ
の
：集
中
地
®

^
 

け
.る
，
比

率

を.增
加
'さ
ぜ
て
_ゐ
る
*

に
歸
着
す
る
。
是

れ
. 

が
1
都
會
へ
の
流
れ
.

」
(
T
h
e

 

Drift 

to 

the 

cities)
ビ
云 

ふ
日
用
語
で
知
ら
れ
た
«

^
の
1

^
な
學
理
的
.の
說
：明 

で
^
る
。「

農
村
へ
歸
れj

の
.運

動(
b
a
d
e

 

to 

the 

land) 

は
是
等
の
情
況
に
於
い
て
は
發
生
し
ぅ
る
見
込
が
な 

い'。
，'
'
其
の
傾

^
の
現
は
れ
う
る
可
能
俾
は
唯

' 一；'
'つ
あ

'

:

を
,
.其
れ
は
云

.ふ

迄
t
な

べ

農

業

上

，：に

收

權

遞

減

の

法

" 

則
が
顧
著
な
る
.作
用
を
始
め
出
し
れ
暗
に
於
い
.て
ぃ
あ
•

^̂
'
d
'-
r
u
^
tr
n
j
^
.
じ
，ト
，ヘ
シ
り

」が̂!.̂'::̂-..

し 
h
t
-
卜'.,.

jĴ'L̂̂'

ド“

*-
■̂
-a
y
g'̂
-rq
，\
,
J
--
n
'
,
.
L

ly

る
°
農
業
上
に
役
せ
&
れ
泠
莫
大
な
，る

.

資
本
の
力
が
農
-
: 

業
勞
働
者
の(

相
對
的)

解
放
を
行
ふ
事
•か
出
來
す
、

一
 

人
當
&
の
生
産
額
が
減
少
し
は
じ
め
文
人
ロ
は
依
然 

-

屑
加
す
る
傾
向
を
示
す

^
云
ふ
場
合
に
立
>̂
茧
る
>?
:

, 

一「

農
村
復
歸」

の
傾
向
が
初
め
て
生
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

|

以
上
.述
べ
ft
所

：に

ょ

つ

て

近

き

將

來

に

於

S

て
は
侬 

I

然
集
中
的
運
«
の
：繼

績

を

見

る

で

あ
.ら
ぅ
。
斯
く
て
其 

:
の
豫

想

的

傾
向
が
周
.圍
，の
郊
外
を
包
含
す
る
大
都
市
の 

I

農
村
に
於
け
る
餘
剩
人
ロ
，吸
收
^
云
：ふ
方
面
に
現
は
れ 

作
場
合
都
市
問
題
や
都
市
計
畫
の
意
義
.は
增
す
で
あ
ら 

ぅ
し
、
分

散

的
傾
向
に
期
待
を
懷

か

ん

せ

す

る

^

れ
都 

市
生
活
の
呪
咀

考

は
.益
'々

反
抗
の
^

を
大
く
す

る

で
あ 

一
ら
ぅ
.。「

田
園
都
市
論」

の
著
者
1 ?
あ
る
>
. 

w
.
. 

s
e
i
t
t

 

氏
は
人
：ロ
の
集
中
は
人
間
生
活
を
.不
自
然
な
狀
態
の
中
，
 

に
置
い
た
が
其
の
傾
向
が
必
然
で
办
る
^
す
れ
ば
此
の 

勢
カ
ど
妥
協
す
る
の
外
は
な
い
、
田
園
都
市
は
誠
^
此 

の
妥
協
^
過
ぎ
な
い
ミ
述
べ
て
ゐ
る
。
吾
々
は
袋

m
が

.理
想
論
者
の
屈
服
で
あ
る
な
ら
ば
.か
、る
田
園
都
市
が
戰
淨
の
歷
史

‘で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
れ
等
の
目
的
を
成 

•35

來
.た
ヒ
じ
て
も
其
の
目
的
が
反
對
の
立
場
に
あ
る
必
就
し
や
う
と

y
る
爭
鬪
は
、
.小
企
業
ょ
り
大
企
業
へ
の 

然

：の

勢

办

の

爲

め

，
に

.腸
迫

^
:れ
て
し
ま
，つ
て
、
期
す
る
移
推
を
惹
起
し
、
少
數
の
勞
働
者
を
有
す
る
小
工
場
の 

所

、の

目

的.の
，破

滅

に

陷

り

は

し

な

い

か

w

云
ふ
事
を
危
一
.
.所
有
者
は
、
大
工
場
に
於
い
て
多
く
の
勞
働
者
を
有
す 

ぶ
ぴ
者
せ
办
る
'。
此
の
爾
の
碑
究
は
他
0
に
讓
る
。
玆

.
る
會
社
の
.た
め
に
壓
倒
せ
ら
る
、
結
果
ビ
な
つ
た
。
そ 

.で
は
所
謂
人
口
集
中
の「

必
然
的」

傾
向
に
就
.い
て
.考

察

.
の
た
め
に
.勞
働
及
び
資
本
を
一
.經
營
の
下
に
集
中
し
、
 

を

下

し

た

丈

け

，で

あ

る

？

：

 

生
命
の
な
い
生
齑
機
械
は
完
成
甘
ら
.れ
、
注
意
せ
ら
れ 

•(

大
正
十
一
I年
六
月
十
四
白
槁)

：:

'
る
や
う
に
な
り
、
そ
れ
に
反
し
て
4
生
命
を
有
す
る
勞

'
 

/

J

m

_

__

_
^

(

r

\
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.い：

働
者
は
、
最
近
に
至
る
ま
で
一
顧
を
も
與
へ
ら
れ
^
、

.
::
;

.
 

.
:
'
.
;

」

：

：
'.

:

:'
:I..

等
閑
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
經
營
の
集
中
は
.分

業
を
可
能
^
ら
し
'め
：、
生
產
過
程
を
區
分
し
た
た
め
に
、
 

漸
次
勞
働
者
.'の
作
業
は
簡
單
に
な
り
"
機
械
的
に
な
つ 

て
、
漸
次
猶
練
の
必
要
を
少
く
し
、勞
働
者
は
個
性
を
失 

一

:

ぃ

' 

、'

:

.ひ
、
單
に
機
械
の
.補
助
を
な
す
.に
止
つ
て
、少
年
及
び
婦 

:;
現
代
.の
產
滎
の
歷
.史
は
、
徒

員
^

3

を
防
ぐ
れ
人
も
工
場
勞
働
に
從
事
し
得
名
や
う
な
つ
た
の
で
、
勞 

め
の
戰
爭
の
滕
史
、
詳
じ
く
言
.：へ
ば
、生
產
過
程
.に

於

け

働

、者

は

容

易

に

求

め

る

が

出

來

、

一
端
失
つ
龙
場 

る
勞
働
の
節
約
‘ビ
、
原
料
七
完
全
に
利
用
す
る
れ
め
の
合
に
も
容
易
に

«
充
す
る
こ
ミ
が
出
來
，
殆
ん
ど
往
意 

.
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